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専門医制度に就ては 数年前に 主に厚生省方面から唱えられたが その後 立ち消えになつ
ているようである.その理由は よく判らぬが 各科によつて事情が異なる事 大学院及び学位




著しく減少しているが 習慣上 泌尿器科の看板を掛けている者は極めて多い.ま た医者であれ
ば誰でも その看板を掛ける事が出来る.現在の泌尿器科は昔のそれ と著しく異な り 高度の専
門的設備 知識 技傭を必要 とする。所が実際には膀胱鏡 もレソトゲンもないのに 泌尿器科の
看板を掛けている.いかに習慣とは云え あきれた事である.これでは全 く泌尿器科は馬鹿にさ
れているようなもので 斯学の発達を阻害す ること甚大である.この事を考えただけでも 泌尿
器科を名乗る事を軽く考えてはならず それを名乗る以上は本当の専門医であ らねばならぬ.本
当の泌尿器科専門医はいかなるものか 大学院及び学位制度との関係をいかにすべきかと云う事
を 泌尿器科学会に於て充分に検討すべきである.然 しこの問題に就ては 厚生省 文部省 大





購 読 要 項
1.発行は毎月(年12回)とする.年間購読者を以て会員とする.
2.会 員は年間料金1,000円を前納する.1冊 料金100円.但し昭和37年度(第8巻)よ り年
間購読料金1,200円,1冊料金120円と改正.払 込みは振替 口座番号京都4772番泌尿器科紀要編集
部,或 は第一銀行百万遍支店.
3.入 会申込みは氏名(フ リガナ),住 所(雑誌郵送先),勤 務先,職 地位,自 宅開業の溺,
送金方法を御記入の上編集部宛.









例.中 野:泌 尿紀 要,
5.










8.原稿送 り先は京都布左京区聖護院 京都大学病院 泌尿器科紀要編集部.
